
⑳私の勤務する大学では少子化の影響を強く受けて受  

験生が減少する傾向が続いている。企業の方からは遅  

いと言われてしまうであろう‘が，ようやく顧客獲得が  

重要であると認識されて，リ1学生。高校生を対象とし  

た科学実験教室や，受験生対象の説明会で講演する機  

会が増えてきている。話が終わった後，専門的な用語  

に関して「……とは何ですか」という質問を受けると，  

普通は四苦八苦して答えを作る。しかし，地〕埋情報シ  

ステム（GIS）関連の質問であると，“カーナビ’と  

“ケ一夕イ’’の位置情報サービスを例に取って分かり  

やすく説明することができる。  

⑳地租情報システムがこのように広く普及しているの  

は，私たちの日常生活が地表面に拘束されていて，そ  

の社会活動を扱うためには必須の技術であるという必  

然性と，コンピュータ，通信ネットワークと情報端末  

などの性能の飛躍的向上，およびデータとソフトウェ  

アの整備に支えられているためであろう．  

⑳本号はほぼ2年ぶりの地理情報システムに関する特  

集である．幅広い領域の中で空間情報データに力点を  

おき，政府機関においてこの分野の老舗である匡仁ヒ地  

理院の稲葉和雄氏にオーガナイザーをお願いした．稲  

某氏には幅広い人脈を使って噴き，なかでも，John  

Moeller氏にアメリカ合衆国政府の取り組み方を，過  

去から将来展望まで苦いて頂けたのは大変あl）がたか  

った．調整機関としての政府の役割，民間の力の活用，  

税金で作成したデータは無償で公開するという考え方  

など，興味深い内容が述べられていると思う。  

⑳最初に述べたように，地理情報システムは広く使わ  

れている重要な技術であり，学問的にも数多くの研究  

課題をかかえている分野である．それに対応した量の  

研究発表，事例報告がなされるとOR誌はさらに活気  

付くことは間違いない，門は広く開かれていますので，  

数多くの投稿がなされることを期待しております（も  

ちろん，他の分野も大歓迎です）。  （田口 束）  
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